
、

　
　
　
簗
三
懸
　
雑
纂
　
度
隣
家
行
の
動
F
…
に
關
マ
る
史
料

　
　
　
　
　
　
み
　
お
　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
ぬ

し
て
も
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
！
ポ
ジ
ス
．
こ
い
ふ
屡
々
歴
史

に
談
b
傳
へ
ら
る
、
樗
呼
が
、
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
形
戒
に
多

．
少
協
力
寄
輿
し
た
か
も
知
れ
識
ぐ
獣
心
は
れ
る
。

　
所
詮
、
民
俗
的
二
戸
揺
る
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
名
が
、
他

の
諸
富
硲
ご
同
じ
く
、
爾
ほ
依
然
こ
し
て
天
下
の
王
城
、

世
界
の
帝
都
ε
し
て
の
ボ
；
リ
ス
て
ふ
意
味
を
中
核
こ
し

　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
度
三
家
行
の
勤
王
に
關

　
　
，

　
元
弘
の
墾
に
外
宮
長
官
檜
垣
常
畠
が
露
命
を
承
り
て
武

，
家
調
伏
の
赫
藤
を
爲
し
、
よ
り
、
宮
後
朝
棟
、
村
松
家
行

相
踵
で
南
朝
に
志
を
寄
せ
、
殊
に
専
行
紳
主
が
當
時
神
宮

，
唯
一
の
學
潔
こ
し
て
、
南
朝
の
柱
石
た
る
北
畠
観
房
公
ご

思
想
上
最
も
齋
接
の
關
係
を
止
せ
る
こ
ご
は
、
余
輩
が
本

、
誌
第
二
簿
三
、
四
の
両
號
に
亘
て
蓮
載
せ
る
「
血
糖
の
隠

れ
た
る
勤
王
ψ
外
i
伊
熱
缶
伐
會
氏
ギ
ー
」
中
に
論
…
呈
せ
る
が
如

　
　
　
叡

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
三
〇
（
三
〇
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ
じ

て
居
る
も
の
で
あ
る
こ
ご
は
確
實
で
あ
る
○
蒔
に
同
激
徒

が
イ
ス
ラ
ム
ブ
〃
、
信
仰
の
都
同
ω
㌶
ヨ
σ
巳
）
ご
呼
ぶ
こ
ご
あ

・
る
は
、
被
黎
り
が
自
家
の
思
索
界
に
滴
｝
態
す
べ
く
ス
タ
ン
ブ

ー
川
を
牽
強
附
了
し
だ
に
過
ぎ
な
い
。
（
評
〔
ξ
－
唐
薯
。
二
．
2

ズ
2
7
嬢
岩
〉
δ
一
◎
℃
器
集
。
伽
巽
Ω
霧
匂
・
ワ
〉
冨
貸
戸
隠
鼠
。
。
。
。
o
壼
？

｝
毒
｛
嘗
O
g
ω
冨
纂
ぎ
。
唱
。
房
墾
照
）
　
　
　
　
（
此
項
完
了
）

す
る
史
料

　
　
　
　
　
大
　
　
西
　
　
源
　
　
一

し
O
然
る
に
余
輩
が
本
研
究
を
螢
表
し
π
る
後
舞
な
く
、

江
見
清
風
氏
は
京
都
市
憩
中
働
兵
衛
氏
の
許
に
て
無
期
神

主
勤
王
事
蹟
に
關
す
る
有
力
球
る
交
書
を
登
見
せ
ら
れ
、

余
蛋
の
所
説
に
最
も
確
實
な
る
裏
書
を
傭
す
を
得
花
る

は
、
誠
に
近
位
の
快
心
事
に
し
て
、
私
か
に
欣
喜
に
堪
へ

ざ
る
庭
な
う
。
此
の
丈
書
は
、
藤
棚
の
笈
欝
主
な
る
北
朝

側
の
者
共
よ
り
家
行
が
李
素
奮
朝
に
加
旛
し
て
康
奔
事
事



し
た
る
事
實
の
三
々
を
列
燈
し
、
彼
を
罪
す
る
に
流
刑
を

　
以
て
せ
ら
れ
ん
こ
ご
を
請
へ
る
訴
歌
に
し
て
、
吟
行
三
主

　
が
軍
に
文
筆
上
の
勤
王
家
世
る
に
止
ら
す
し
て
、
軍
事
上

亦
赫
々
た
る
偉
勲
を
試
せ
る
大
人
物
な
り
し
こ
ご
を
見
る

　
べ
く
、
從
來
何
れ
の
史
料
に
も
載
せ
ざ
る
種
亙
の
新
事
實

　
の
、
本
丈
書
に
よ
り
て
土
塁
せ
ら
る
＼
も
の
頗
る
多
し
り

左
に
興
の
本
文
を
掲
げ
、
逐
次
説
朋
を
加
ふ
べ
し
。

　
　
　
　
、
臼
安
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀

　
　
　
　
外
宮
前
軍
姻
家
行
脚
敵
飼
意
悪
蕎
輝
々
事

　
　
　
一
最
初
山
門
没
落
絶
後
、
帥
富
へ
北
畠
入
道
殿
詞
御

　
。
　
子
息
源
少
將
殿
軍
大
場
焼
玉
九
城
柵
下
箇
々
構
之

　
　
　
時
仁
者
、
前
禰
宜
本
行
故
一
編
大
夫
耳
翼
入
道
等
夢

　
　
　
也
、
城
々
悪
行
無
串
量
者
裁
、
、

　
　
　
一
北
畠
殿
御
父
子
崇
賢
御
房
御
予
息
源
少
將
殿
融
宮

　
　
　
　
へ
聴
入
タ
、
故
一
編
大
夫
輿
時
子
息
全
雁
大
夫
雅

　
　
　
差
入
馬
飼
寄
合
プ
．
鴎
を
廻
文
下
事
及
度
々
者
也
、

　
　
　
註
（
椋
｛
者
｛
予
朋
獺
六
墾
伯
父
儒
…
號
一
掃
十
山
ハ
榔
維
持
廻

．
　
　
　
　
第
三
谷
　
　
難
…
　
簑
孤
・
　
彫
嬢
回
安
∴
仔
の
幌
甥
王
に
閣
　
で
ろ
史
料

墨
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
・

叉
肖
ハ
和
＝
γ
年
漱
出
田
大
セ
コ
h
坊
士
ふ
ノ
許
へ
寄
合
’
グ
，

、
廻
文
ヲ
書
プ
、
使
出
鍵
松
原
ノ
寂
撃
滅
取
廻
畢

、
楠
木
帯
刀
許
へ
混
通
畢
、

同
十
力
十
五
熱
十
八
日
掛
河
ノ
丙
端
ニ
テ
夕
冷

到
、
出
田
需
リ
人
夫
召
上
プ
、
・
兵
糎
米
城
ノ
具
足
、

等
A
T
m
川
音
鋤
、
大
勢
差
立
、
　
同
十
－
一
月
半
志
ハ
H
佃
二
勢
r

近
津
長
谷
城
々
三
三
、
此
登
圃
之
日
、
天
王
寺
由
．

郷
殿
楠
木
へ
寄
ヲ
御
合
城
、
拷
由
出
凶
徒
御
敵
等

可
打
出
之
閣
、
軍
勢
郷
〃
こ
…
満
々
、
里
々
二
配
分

ス
、
弼
祭
事
ヲ
可
融
翠
霞
有
其
市
之
闘
、
貞
和
四

蕉
月
四
B
、
祭
霊
夜
中
二
の
心
テ
京
へ
幾
ノ
ボ
ル
、

是
併
三
家
訂
之
結
構
…
逃
上
ゴ
．

同
一
止
月
山
ハ
H
療
艇
ハ
網
羅
燃
伴
正
爲
大
脇
捌
軍
山
田
ヨ
ソ
・
　
、

幾
楽
泊
禰
之
守
繊
代
ノ
城
へ
難
費
寄
、
浦
人
等
囁

一
越
二
相
防
不
入
立
之
患
麟
．
一
、
守
護
代
定
注
進

鰍
、
乎
負
、
共
相
具
山
協
大
勢
蹄
．
一
次
正
月
＋
一
B

　
　
　
　
　
　
　
転

　
　
　
　
第
二
號
　
，
　
一
一
．
一
…
　
（
ば
　
Q
鵡
）



第
三
懸

度
會
家
費
の
勤
王
に
闘
す
ろ
史
料

　
國
司
北
畠
総
懸
有
御
蓼
宮
之
由
依
有
仰
、
家
行
命

張
行
之
閤
．
爲
　
紳
宮
…
大
事
離
掌
ノ
三
三
耳
目
．

御
零
共
仕
了
、
、
又
由
田
寵
居
軍
勢
可
打
出
之
慮
、

　
河
内
楠
木
御
蓋
漁
之
闘
止
丁
、

一
貞
和
四
今
年
七
月
十
二
日
、
出
置
ヨ
ジ
出
立
、
春

　
日
侍
從
中
納
言
殿
大
駆
軍
ト
シ
タ
努
全
編
大
夫
雅

量
入
道
飼
子
息
部
類
等
家
行
孫
餐
鹿
嶋
山
田
一
壷

衆
等
以
下
凶
捷
等
質
船
愚
説
大
湊
募
リ
船
二
乗
デ

尾
張
國
宮
崎
ノ
城
ノ
蕎
跡
二
取
上
テ
城
郭
携
之

測
、
散
々
断
乎
シ
ナ
被
退
却
、
手
負
等
相
具
ヲ
、

　
又
山
田
へ
露
営
、
此
條
無
其
隠
者
也
、
山
田
號
二

群
衆
大
勢
等
是
豊
漁
行
之
所
行
也
．

一
是
等
子
細
祭
主
定
被
申
注
尊
卑
、

一
如
此
悪
行
號
由
田
凶
徒
等
者
遡
行
之
結
講
也
、

一
家
行
進
御
迎
於
宮
崎
、
奉
招
請
北
畠
入
興
殿
、
奉

置
我
舘
数
日
之
後
、
吉
野
御
所
へ
以
家
士
之
家
人

等
奉
邊
雄
藩
名
字
交
名
幕
、

第
二
號
　
　
　
一
三
二
　
（
三
〇
八
）

　
　
　
穗
一
大
夫
、
刀
禰
大
夫
儒
正
、
同
含
綿
共
、
同
菊

　
　
　
鶴
小
禰
宜
、
治
三
郎
大
夫
、
幸
和
大
夫
等
、
彼
輩

　
　
　
↓
為
人
・
内
、
治
三
郎
大
夫
》
刀
禰
…
∴
人
喪
一
信
正
つ
十
、
菊
…

　
　
　
鶴
小
禰
宜
、
・
岡
含
弟
等
．
適
厩
予
難
行
在
京
仕
之

　
　
　
上
者
、
可
有
召
御
尋
管
掌
、
悪
者
於
家
行
者
、
任

　
　
　
醤
例
、
随
罪
之
輕
重
、
欲
被
庭
流
罪
奥
、

　
按
ず
る
に
當
時
外
宮
の
帥
官
中
に
あ
り
て
も
，
終
始
志

を
南
朝
に
寄
せ
セ
る
家
行
等
の
一
派
以
外
隔
是
に
反
す
る

北
朝
窯
あ
り
て
、
相
調
遷
せ
る
も
の
、
動
く
、
本
丈
書
は

彼
等
の
手
に
成
れ
る
も
の
な
る
べ
し
○
但
文
書
の
末
丈
閾

失
し
て
．
其
の
河
年
の
も
の
π
る
を
朋
に
せ
す
ご
錐
、
既

に
胃
頭
に
於
て
外
宮
前
禰
宜
家
行
ご
云
ひ
、
丈
申
貞
和
四

耗
轟
正
を
今
年
ε
い
へ
ば
同
年
の
も
の
こ
す
べ
し
。
今

之
を
『
二
新
太
紳
宮
正
員
禰
墨
黒
補
次
第
記
』
に
考
ふ
る

に
、
同
書
に
は
か
麩
行
が
彌
宜
を
停
止
せ
ら
れ
た
る
を
』
貝
和

五
年
十
二
月
十
二
日
こ
せ
り
。

　
さ
て
本
書
第
一
條
i
最
初
山
門
没
落
之
後
」
云
々
ε
見
ね



罵
る
は
、
延
元
元
年
後
醍
醐
天
皇
叡
山
よ
り
花
山
院
に
入

ら
せ
給
ひ
、
次
で
吉
野
に
遷
幸
あ
ら
せ
ら
れ
し
誰
時
の
事

を
云
へ
る
も
の
に
し
て
、
北
畠
鴬
笛
殿
は
、
翠
蓋
も
な
く

親
房
公
な
り
。
御
子
息
源
少
賂
殿
ご
は
恐
く
は
公
の
第
二

子
顯
調
帯
を
云
へ
る
な
る
べ
し
。
此
の
時
新
田
義
貞
ば
恒

良
親
王
を
奉
じ
て
北
國
に
下
り
、
親
房
公
は
伊
勢
に
來
り

て
、
回
天
の
堆
麟
に
芳
念
な
か
り
き
り
公
在
勢
の
讃
は
『
結

、
城
浄
書
』
及
『
白
川
文
書
』
に
載
せ
た
り
○
『
保
身
闘
記
』
に
此

の
聞
の
澗
息
6
，
傳
へ
て
、

　
　
顯
家
号
黒
帯
顯
信
朝
臣
，
伊
勢
ノ
國
ニ
テ
判
型
チ
離
、
内
々
甲
通
ズ
ル

　
　
霞
烹
荊
テ
、
秘
二
先
帝
蛾
岬
チ
雨
両
サ
セ
給
テ
、
罰
陶
十
一
一
口
月
一
一
一
一
二
繍
瓢
騨
異
W
一
プ
奉
二

　
　
興
晃
一
ゐ
吉
欝
山
（
入
セ
給
フ
、
・

．
・
三
高
へ
る
は
、
簡
に
し
て
要
を
得
た
り
．
・
」
云
ふ
べ
し
Q
當

時
剃
球
審
父
エ
ー
が
山
猟
師
よ
り
喋
り
て
、
・
先
づ
由
［
田
の
地
に

落
義
け
る
こ
ご
、
家
行
紳
主
が
勲
ハ
の
維
握
に
墾
し
て
、
計

謎
の
逸
行
に
至
大
の
援
助
を
輿
へ
だ
る
趣
は
．
次
の
第
二

親
ご
照
癒
し
て
、
恰
も
目
賭
す
る
が
如
き
も
の
あ
る
を
畳

第
三
巻
　
雑
纂
　
席
丁
銀
行
の
．
勤
王
に
閥
で
る
史
料

ゆ
。
計
書
志
詣
れ
る
愛
猫
大
夫
興
時
、
全
子
息
金
脳
大
乗
．

及
雅
聴
入
溢
、
六
十
六
部
の
納
維
儒
に
化
し
て
、
秘
籍
の

窒
素
を
三
園
の
南
朝
窯
に
配
付
し
だ
る
宇
朋
瀬
六
畜
の
伯

父
僧
某
の
事
蹟
は
、
共
に
愚
な
ら
す
。
其
從
來
嘗
て
蝕
に

知
ら
れ
ざ
る
事
實
な
る
は
，
言
ふ
迄
も
あ
ら
す
。
竃
九
は

今
の
度
會
郡
田
九
に
し
て
、
南
勢
に
於
け
る
要
害
の
糠
な

れ
ぜ
、
當
時
由
田
を
中
心
こ
す
る
南
朝
蹴
…
の
．
肝
要
な
る

櫨
点
摺
り
け
む
○
『
三
諦
意
文
』
に
載
せ
た
る
延
元
二
年
七

月
の
加
藤
丈
書
に
、
　
「
廿
三
日
爲
玉
丸
城
後
責
騒
向
晦
蟻

岡
」
ご
見
ゆ
れ
ば
、
北
軍
の
來
・
て
、
本
城
を
．
侵
せ
る
を
卸

る
Q
而
し
て
平
面
上
野
入
庶
母
國
及
莫
の
第
二
子
小
松
麹

郎
流
泰
が
此
の
北
軍
に
將
た
り
し
こ
ご
、
亦
無
藤
文
害
に

載
す
る
庭
な
り
○

　
正
挙
十
二
年
の
鏡
潮
汐
南
朝
に
於
て
捲
士
重
家
家
の
策
を

　
　
　
　
　
　
り
ぶ
ロ
　
り
ム

立
プ
、
セ
る
時
、
家
書
紳
主
が
東
西
蒲
呼
汚
し
て
顕
起
鳴
．
「

山
田
方
面
の
義
軍
糾
含
に
カ
の
把
る
こ
ご
も
、
第
二
條
中

に
詳
記
し
元
り
。
南
朝
今
次
の
大
計
叢
は
．
小
楠
公
の
騰

第
二
號
　
　
　
一
三
三
　
（
三
〇
九
）



　
　
　
第
三
聡
　
　
雑
　
纂
　
　
度
曾
家
行
の
勤
f
に
關
す
る
更
料

叢
に
去
り
て
頓
挫
し
た
れ
ざ
、
當
時
由
田
方
籍
に
於
け
る

二
軍
の
旺
襯
な
b
し
セ
ご
は
喝
時
の
祭
主
鰍
榔
総
帥
胴
親
が

興
の
兵
威
に
催
れ
て
、
京
都
に
逃
げ
蘇
れ
り
ご
云
ふ
に
明

か
な
り
り
此
の
祭
士
工
が
北
朝
蹴
…
な
り
し
こ
．
こ
は
勿
論
な
も
、
o

而
も
舞
此
優
勢
な
る
言
違
が
未
だ
甦
抗
せ
ざ
る
に
先
ち

て
、
楠
熱
意
に
敗
れ
、
彼
の
河
内
李
野
に
於
け
る
南
北
両

軍
の
決
勝
戦
に
赴
援
す
る
の
時
機
を
逸
せ
し
は
、
南
朝
の

∵
愈
事
な
も
t
ご
云
ふ
べ
し
。
而
し
て
此
の
時
家
行
勧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ね
こ
ガ
ゐ
ド
ヘ
　
　
ハ
　
　
セ

霊
儒
あ
統
率
せ
る
隆
盛
の
帰
る
所
た
り
し
近
津
長
谷
城
は

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ヒ

今
多
氣
郡
佐
奈
村
大
字
長
谷
の
西
北
に
當
れ
る
高
丘
の
顛

に
在
b
て
、
、
俗
に
城
山
ご
聡
へ
・
ら
れ
、
盆
ハ
の
ゐ
酪
腹
に
は
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
を
ギ
く
ハ
ほ
ひ
ノ
コ
ク
ゆ
ン

層
七
年
の
資
財
帳
を
以
て
有
名
な
る
近
長
谷
寺
あ
り
。
廓

鳥
伊
勢
名
勝
煩
多
氣
郡
由
川
部
に
、

　
　
　
　
　
　
セ

　
城
山
r
レ
瀞
晦
釦
谷
村
字
北
山
二
回
り
地
チ
援
ク
「
コ
ト
凡
ソ
五
十
菰
丈

　
　
　
き
ロ
あ
に
に
　

　
　
東
方
丙
沸
チ
累
ミ
松
坂
、
香
頁
洲
崎
／
勝
亦
眼
中
二
鵬
ワ
、
山
項
金
刀

　
　
比
羅
紳
就
ヲ
妥
ン
ズ
駐
俗
傳
字
飯
高
宿
彌
ノ
故
燐
ト
ナ
ス
壇
中
往

　
々
麦
写
帯
”
ト
ざ
潟
湖
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
ず

ご
㍊
せ
る
も
亦
是
な
り
。
余
輩
少
年
時
代
此
の
文
を
凹
み

　
　
　
　
　
　
第
二
號
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て
、
城
山
の
名
を
記
臆
し
た
れ
ご
、
其
の
何
時
代
何
人
の
、
．

城
耽
な
る
か
に
至
て
は
全
く
知
る
慮
な
か
り
し
が
、
回
文
．

書
出
る
に
及
び
て
、
初
め
て
之
を
明
に
す
る
を
得
た
る
な
．

り
。
山
導
伊
勢
幽
内
に
、
長
谷
ご
辮
す
る
地
二
所
あ
、
り
。

｝
は
安
濃
芝
繋
田
村
の
長
谷
に
て
、
他
の
一
は
、
即
ち
．
不
．

條
の
長
谷
な
り
。
崩
し
て
此
の
双
方
の
長
谷
に
は
、
共
に

有
名
な
る
槻
鷺
を
簑
議
す
る
寺
院
あ
り
。
安
濃
郡
の
も
の

を
、
近
田
由
長
谷
毒
叉
は
遠
出
終
寺
ざ
稀
す
。
多
氣
郡
の

む
・
の
は
・
即
ち
丹
生
山
近
長
谷
寺
是
な
り
。
傳
説
に
此
の

両
駈
の
齪
看
は
、
大
和
な
る
初
瀬
の
観
告
ご
同
木
を
以
て

刻
ま
れ
た
り
ご
云
ふ
○
共
の
遠
近
を
冠
す
る
の
理
由
に
至

て
は
《
勢
陽
五
鈴
遺
響
』
に
解
し
て
、
大
和
．
長
谷
寺
に
回

る
距
離
の
遽
近
に
由
る
こ
な
せ
り
。
但
遽
近
の
総
は
軍
に

寺
め
み
に
止
ら
す
し
て
、
既
に
長
谷
の
地
名
に
も
短
℃
π

る
こ
ご
、
杢
又
書
に
よ
り
て
明
な
り
。
猶
幾
年
澁
谷
弾
正

の
泊
認
可
罐
鑑
∴
件
の
恕
も
亦
、
集
借
水

．
郷
の
新
　
事
瀞
貫
な
り
、
し
す
○



目

　
正
野
二
、
三
年
聞
に
於
け
る
楠
手
懸
援
軍
は
龍
頭
蛇
尾

に
回
り
た
れ
。
ご
、
家
行
三
主
は
、
r
之
が
爲
に
意
氣
担
回
す
・

る
が
動
き
人
に
非
ず
や
雌
の
後
紐
に
義
兵
を
糾
合
し
て
正
．

挙
三
年
の
輪
潮
貞
の
七
月
十
二
疑
に
其
の
兵
由
田
を
回
し
、

　
　
　
ま
ロ
ミ

大
湊
・
よ
り
伊
、
勢
講
を
構
漏
し
て
尾
張
の
國
に
上
陸
し
、
．
宮

崎
城
の
蒋
櫨
に
遜
り
て
義
目
を
翻
せ
り
。
事
の
顛
張
ば
第

，
三
條
に
云
ふ
慮
に
よ
り
て
明
な
る
が
、
此
の
計
叢
の
圭
謀

者
が
家
行
稗
主
な
り
し
こ
ご
、
亦
隠
れ
な
き
事
な
り
こ
す
b

今
次
の
軍
司
倉
官
だ
り
し
春
日
侍
從
中
納
言
は
、
北
畠
の

族
春
U
三
時
卿
な
る
べ
し
。
家
行
紳
圭
の
鴫
族
・
串
、
亦
此

．
の
軍
に
駆
れ
る
も
の
あ
り
し
こ
ご
に
注
意
す
べ
し
。
其
の

宮
崎
城
の
何
地
な
る
か
は
、
交
簡
に
し
て
今
的
謝
す
る
熊

は
ざ
る
も
、
之
を
端
離
す
る
に
、
知
多
郡
朋
豆
崎
な
る
べ

し
。
そ
は
『
尾
張
恋
』
知
多
郡
城
跡
の
部
に
、

　
　
廻
旦
崎
城
跡

　
　
師
さ
き
む
ら
に
あ
り
今
其
跡
定
か
な
ら
す
熱
田
の
大
富
司
の
持
．
城
に

　
　
て
脇
屋
義
助
蜂
簾
光
縄
論
宗
頁
親
王
も
當
城
に
居
給
ひ
・
し
也
、

第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
．
図
柄
獣
行
の
勤
王
に
醐
す
ろ
更
料

ご
ゆ
6
3
9
て
、
・
『
太
準
記
』
雀
二
十
二
、
義
助
墾
爺
万
野
｛
附
隆
…

避
難
物
語
、
事
の
條
に
、
　
　
一

　
饗
脇
鑛
講
喬
ハ
莞
皐
八
ロ
凝
元
美
糧
最
・
楯
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
イ

　
シ
カ
ド
モ
．
、
土
岐
弾
正
少
粥
鄭
…
蓬
、
刑
都
大
輔
超
康
二
’
双
薄
サ
ソ
テ
、
一
耶

　
等
七
十
三
人
チ
召
具
シ
、
微
服
潜
行
シ
ァ
、
熱
因
大
宮
劔
葛
城
．
尾
張

　
國
波
津
崎
（
落
サ
自
給
ヒ
テ
、
＋
絵
琵
逗
留
シ
テ
，
敗
軍
ノ
兵
チ
集
サ

　
セ
結
じ
テ
、
伊
勢
、
伊
賀
テ
纏
テ
吉
．
野
，
殿
（
ソ
滲
ラ
レ
ケ
ル
、
、
　
　
。

ご
見
ね
、
猫
如
何
は
し
き
書
な
れ
ご
『
信
濃
宮
傳
』
に
は
、

　
正
二
三
四
年
の
夏
民
宿
捌
光
費
を
倍
濃
に
留
縦
給
ひ
で
尾
張
國
犬
山
へ

　
餓
さ
ぜ
ま
こ
ノ
＼
同
ご
國
羽
亙
崎
よ
り
御
門
に
め
さ
れ
伊
勢
路
を
経
て

、
御
上
婿
あ
り

な
ご
こ
も
記
せ
り
。
此
の
年
月
の
如
き
は
俄
か
に
信
、
を
貴

き
難
し
ご
錐
、
親
王
が
信
濃
の
大
河
源
よ
b
河
内
に
上
り

ま
し
、
時
、
叢
雨
崎
よ
り
御
乗
船
あ
う
て
。
伊
勢
ぺ
御
渡

　
し
鋤
あ
り
し
ご
の
傳
設
は
、
事
し
も
否
完
さ
る
を
要
せ
ざ
る

べ
し
。
筋
豆
崎
よ
り
南
海
上
一
里
を
距
．
れ
る
篠
島
に
は
、

延
元
三
年
南
朝
の
奥
州
下
向
軍
が
遽
州
灘
に
て
暴
風
に
遭
．

へ
る
ご
・
さ
、
義
良
翻
親
王
の
御
　
漂
着
あ
ら
せ
ら
れ
π
る
事
蹟
「

ダ

第
二
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五
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第
三
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雑
　
纂
　
　
度
會
家
行
の
勤
王
に
關
す
る
史
料
’

あ
り
○
此
の
地
方
の
土
民
が
終
始
南
朝
に
心
を
寄
「
せ
詑
る

趣
の
も
細
面
な
が
ら
看
取
し
得
ら
る
〉
る
》
に
よ
り
て
、
‘

上
の
如
く
宮
崎
を
以
て
、
朋
豆
崎
ご
推
定
し
た
る
な
h
。

此
の
朋
夏
碕
は
、
知
多
牟
島
の
霊
直
な
る
師
崎
村
の
南
角

に
し
て
、
蔦
岬
上
に
延
喜
式
内
の
論
語
榊
肚
あ
れ
ば
、
宮
崎

こ
も
云
へ
る
な
る
べ
し
∪

　
最
後
の
第
六
條
に
「
家
行
進
御
迎
於
宮
崎
奉
読
請
北
畠

入
道
殿
奉
催
我
虚
数
口
之
後
育
野
御
所
へ
以
家
行
家
人
等

奉
塗
に
ご
あ
る
は
、
恐
く
は
興
國
四
年
無
量
重
り
て
、
親

一
房
公
常
陸
よ
り
士
口
野
へ
脇
う
上
れ
る
時
の
こ
ご
が
、
前
後

し
て
記
さ
れ
π
る
な
る
べ
し
。
此
の
時
親
房
公
が
如
■
何
の

路
線
セ
取
り
て
西
蹄
せ
ら
れ
π
る
か
は
、
從
凍
全
く
不
明

な
り
し
が
、
此
の
文
に
よ
b
て
、
常
陸
よ
b
先
づ
尾
張
の

宮
門
城
に
着
し
、
此
の
庭
に
於
て
伊
数
よ
り
の
迎
ひ
を
待

ち
、
伊
勢
濁
を
航
し
て
山
田
の
地
に
入
り
、
更
に
護
衛
の

兵
を
得
て
、
吉
野
に
達
せ
る
趣
の
顯
著
な
る
に
至
り
し
は
、

楡
快
な
り
。
當
時
此
等
の
斡
旋
が
家
産
聯
圭
の
力
に
依
れ

第
　
二
　
號
　
　
　
ご
二
六
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三
｝
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る
こ
ご
、
亦
本
交
書
面
に
明
な
る
庭
な
り
Q
尾
張
の
寓
崎

が
南
朝
の
東
西
交
通
上
最
も
重
要
の
地
点
だ
り
し
．
獅
霧
も

囁
亦
、
本
上
書
に
依
り
て
明
か
に
立
諭
せ
ら
る
》
に
薫
れ
り
◎

勿
論
親
房
公
は
、
常
陸
よ
り
宮
崎
迄
海
路
に
依
ら
れ
し
な

り
。
猶
南
朝
の
交
通
上
、
海
路
の
中
繊
所
こ
し
て
、
篠
島

　
の
地
が
宮
崎
ご
同
じ
重
要
の
毒
魚
を
占
め
寂
る
こ
憲
に
就

　
て
は
、
戦
馬
時
代
以
後
、
徳
川
幕
府
時
代
の
事
實
に
繍
う

て
類
推
せ
ら
る
、
も
の
多
し
Q
唯
並
家
此
の
方
量
に
鞍
爵

せ
る
入
無
か
り
し
は
遣
憾
な
り
Q

．
田
中
氏
の
研
藏
丈
書
中
に
は
、
以
上
の
文
書
以
外
羊
観

懸
元
年
四
月
外
宮
一
禰
宜
雅
任
離
掌
樫
禰
宜
弘
用
ふ
夢
」

家
禽
榊
圭
が
帥
心
積
良
御
牧
課
役
の
非
法
を
訴
へ
渡
る
も

の
一
通
、
露
悪
五
月
、
同
人
よ
り
更
に
家
行
万
年
が
囲
輔

宜
還
補
の
不
法
を
鳴
ら
せ
る
も
の
ヅ
海
あ
り
っ
淫
行
紳
叢

は
、
禰
宜
職
を
罷
め
ら
れ
た
る
後
も
轟
轟
補
の
運
動
を
試

み
だ
れ
ざ
、
事
終
に
成
功
を
見
る
に
至
ら
ざ
り
し
が
加
し
Q

蓋
正
室
三
年
小
楠
公
の
戦
死
以
後
、
二
軍
運
露
顕
し
、
田

私



田
に
於
け
る
爾
窯
の
氣
勢
も
亦
晋
臼
の
如
く
な
る
能
は
ざ

り
し
な
り
。
殊
に
上
機
観
癒
元
年
五
月
の
文
書
に
披
れ
ば

家
行
紳
主
は
「
去
々
年
鴎
義
挙
八
月
五
日
打
折
腰
膝
之
並
行

．
歩
発
分
霊
叶
」
ご
見
ゆ
○
彼
れ
の
何
年
を
揚
て
訂
せ
る
か
は
，

明
か
な
ら
ざ
る
も
、
共
末
路
の
蒲
條
π
り
し
襟
は
》
想
鰯
に

難
か
ら
す
○
而
し
て
彼
れ
の
後
潤
南
朝
の
勢
力
は
蕩
然
球
し

て
帥
都
の
地
を
挑
ひ
、
勢
南
難
風
を
望
で
奮
起
す
る
の
氣

慨
あ
る
男
望
無
き
に
至
れ
る
な
り
。
（
大
正
七
年
二
月
恩
日
稿
〉

武
潜
修
行
に

　
　
　
　
畿
　
武
者
修
行
者
の
廻
國
の
費
用

　
次
に
武
者
修
行
者
の
一
地
方
よ
り
他
の
地
方
へ
等
々
遍

歴
す
る
に
要
せ
し
族
費
は
如
何
に
せ
し
や
ご
云
ふ
に
、
廻

國
者
自
身
の
金
銭
を
準
備
携
帯
し
π
る
も
の
も
こ
よ
り
あ

・
り
し
な
ら
ん
も
、
彼
等
が
多
年
の
廻
國
に
要
す
る
莫
大
な

る
急
用
の
全
部
を
始
め
よ
り
準
備
し
て
毘
螢
す
る
こ
ざ
は

到
底
、
墓
む
べ
か
ら
ざ
る
こ
ご
な
り
。
こ
れ
に
つ
き
て
余

輩
は
さ
き
に
武
者
修
行
の
誘
因
の
節
に
似
て
述
べ
し
、
雲

水
の
行
脚
を
聯
想
す
る
も
の
な
り
。
即
ち
彼
等
が
諸
訳
の

第
三
管
　
　
雑
・
纂
　
　
武
者
修
行
に
就
て

就
　
て

（
中
）

・
下

川

潮

叢
林
を
訪
ね
廻
る
費
用
は
、
或
は
舞
宿
駅
心
或
は
草
継
な

ご
、
聡
し
て
其
訪
問
を
受
け
た
る
各
叢
林
の
人
々
よ
9
轡

だ
る
も
の
な
り
β
思
ふ
に
武
者
修
行
者
も
亦
こ
れ
蓬
溺
じ

く
毒
舌
…
悶
を
受
け
て
試
合
を
申
込
ま
れ
一
道
瘍
、
或
は
興

主
人
よ
り
草
鮭
銭
即
今
H
の
族
費
を
輿
へ
ら
れ
、
或
は
縫

恋
に
預
り
、
寒
点
宿
舎
を
貸
し
輿
へ
ら
る
、
事
も
め
り
し

が
如
し
O
勿
論
中
に
は
斯
る
こ
ご
な
か
り
し
も
あ
る
ぺ
け

れ
ご
、
そ
は
寧
ろ
例
外
に
し
て
、
一
般
に
は
武
漕
修
行
齎
に

節
し
て
宿
含
の
貸
與
、
饗
懇
等
を
な
す
こ
ご
が
、
簡
潔
優

第
二
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